
「螺旋のエンペロイダー Spin3.」誤植のお詫びと訂正 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

2015 年 12 月 10 日発売となりました「螺旋のエンペロイダー Spin3.」の 275 ページにお

いて、制作工程上の問題から誤植（文章の重複、抜け落ち）が発生したことが判明いたし

ました。 

 

【誤】 

・275 ページ 1 行目の本文が、274 ページ 17 行目（最終行）の本文と重複している。 

・275 ページ 17 行目から 278 ページにまたがって入るはずの本文 

 

 

  真っ白い顔をした咲桜が、虚宇介の肩を後ろからぐいっ、と掴んだ。そして――引っ

張り込んだ。 

 

 

    の一部が抜け落ちている。 

 

謹んでお詫びさせていただきますとともに、正しいページの PDF ファイルを配布させてい

ただきます。 

 

 

関係者各位、並びに読者の皆様に大変ご迷惑をお掛け致しましたことを、ここに訂正する

とともに深くお詫び申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 2015 年 12 月 15 日 

株式会社 KADOKAWA 

電撃文庫編集部 
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